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い
て
も
一
市
三
町
　
（
中
間
市
、
鞍
手
町
、
水
巻
町
、
遠
賀
町
）
　
の

流
域
下
水
道
事
業
に
取
り
組
み
、
事
業
認
可
に
向
け
着
々
と
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
一
昨
年
の
日
月
に
総
合
福
祉
施

設
で
あ
る
　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
致
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
生
涯
学
習
事
業
や
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
後
更
に
ソ
フ
ト
面
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に

二
期
計
画
も
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
他
に
も
国
道
三
号
線
バ
イ
パ
ス
今
古
賀
交
差
点
の
立
体
化

を
は
じ
め
、
室
木
藤
跡
地
の
県
道
整
備
等
の
ハ
ー
ド
藁
は
も
と

よ
り
、
人
権
問
題
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。今

年
も
町
民
の
皆
様
に
は
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

平
成
8
年
　
元
旦

遠
賀
町
長

高
山
和
幸

今
年
は
子
年

今
年
は
子
年
。
昔
は
夜
に
な
る
と
、

ネ
ズ
ミ
が
天
井
愛
を
走
り
回
り
、
チ
エ

ウ
チ
エ
ウ
と
鳴
く
声
が
聞
こ
え
た
り
し

た
も
の
で
す
。

最
近
は
純
粋
な
日
本
家
屋
が
減
っ
て

き
て
い
る
た
め
か
、
家
屋
の
構
造
が
変

わ
っ
て
き
た
か
ら
か
、
都
会
で
は
天
井

裏
を
走
り
回
っ
た
り
鴫
い
た
り
し
て
い

る
ネ
ズ
ミ
は
、
少
な
く
な
っ
て
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ネ
ズ
ミ
は
、
数
も
種
類
も
多
く
、
ほ

乳
類
の
約
半
数
、
千
七
百
種
を
占
め
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
ほ
ぼ

全
世
界
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
ネ
ズ
ミ

算
と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、
繁
殖

力
が
お
う
盛
で
、
一
回
に
二
十
匹
の
子

を
産
む
種
類
も
あ
り
ま
す
。

人
間
は
、
昔
か
ら
ネ
ズ
ミ
の
書
に
悩

ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
ノ
ネ
ズ
ミ
は
農
作

物
を
荒
ら
し
、
牧
草
地
の
草
の
根
を
食

べ
た
り
し
ま
す
。
イ
エ
ネ
ズ
ミ
は
貯
蔵

食
料
を
食
べ
、
と
き
に
は
電
線
や
ガ
ス

管
を
か
じ
っ
て
人
間
を
困
ら
せ
た
り
し

ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
な
ど
の
不
衛
生

な
場
所
を
通
り
道
に
す
る
た
め
、
伝
染

病
で
あ
る
ペ
ス
ト
を
も
た
ら
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
古
代
ア
テ
ネ
や
ロ
ー
マ
帝

国
が
滅
亡
し
た
の
は
、
ネ
ズ
ミ
が
も
た

ら
し
た
ペ
ス
ト
の
た
め
だ
と
い
う
説
も

あ
り
ま
す
。
一
方
、
ネ
ズ
ミ
の
仲
間
で

も
、
ハ
ム
ス
タ
ー
な
ど
の
種
類
は
、
実

験
動
物
と
し
て
医
学
の
進
歩
に
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
身
近
な
動
物
だ
け
に
、
こ

と
わ
ざ
に
も
し
ば
し
ば
登
場
し
ま
す
。

弱
者
で
も
追
い
詰
め
ら
れ
る
と
強
者
に

逆
襲
す
る
と
い
う
意
味
の
「
窮
鼠
猫
を

噛
む
」
や
、
前
ぶ
れ
の
騒
ぎ
ば
か
り
大

き
く
で
、
実
際
の
結
果
は
極
め
て
小
さ

い
こ
と
の
例
え
で
あ
る
「
泰
山
鳴
動
し

て
鼠
一
匹
」
な
ど
は
、
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
「
顕
の
黒
い
鼠
」
と
は
、
頭

髪
の
黒
い
人
間
を
ネ
ズ
ミ
に
な
ぞ
ら
え

て
、
物
を
盗
む
人
の
こ
と
で
す
。
「
鼠

の
嫁
入
り
」
は
、
あ
れ
こ
れ
と
選
ん
で

み
て
も
、
結
局
は
変
わ
り
ば
え
し
な
い

と
こ
ろ
に
落
ち
薄
く
と
い
う
例
え
で

す。
さ
て
、
子
年
は
十
二
支
の
ト
ッ
プ
。

昨
年
は
、
天
災
や
事
件
の
多
い
暗
い
年

で
し
た
が
、
今
年
は
気
分
一
新
し
て
、

い
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。四

賀
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払った場合には、医療費控除を受けることが 

こんなとき確定申告をすると　　　　　　　できます。そこで、これらの控除についてそ 

税金が戻ることがあります　のあらましを紹介します。 
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傷認器体日額串朝日

必ず細めましょう。
対　　象　　者 �加　入　届　出　先 �保険料の勧め方 

第1号 �20歳以上の学生・フリー アルバイター・自営業 �●市区町村の国民年金担当窓口 �♭自分で保険料を納めます。 

被保険者 �者・自由業の人、農林漁 業の人などとその妻（夫） �※届出に必要なもの　印かん �定額保険料1か月11．700円 

第2号 � �●勤務先の会社等が加入手続きを �♭保険料は、勤務先の会社等で給 

被保険者 �務貝 �行います。 �与から天引きされます。 

第3号 �第2号被保険者の妻（夫） �●市区町村の国民年金担当窓口 　　　÷ �D届け出をすれば、保険料は自分 で納める必要はありません。配 

被保険者 ��※届出に必要よもの健康保険証・ ご夫婦両方の年金手帳・印かん �偶者の負担している制度が負担 します。 

キチンと国民年金を
納めている人には3つの基礎年金

病気やケガで障害者（1・2級）になったときに受け
られます。

年金額は1級障害　981，900円（年額）
2級障害　785，500円（年額）

ご主人が亡くなったとき、その収入で生活していた「子

どものいる奥さん」などが、その手が18歳（障害等級
2級以上の場合には20歳）になるまで受けられます。

年金額は
子（1人）のある奥さん　　　1，011，500円（年額）

子（1人）だけのとき　　　　　785．500円（年額〉

20歳から60歳になるまでの40年聞納めると満額の年金

7鮪，500円（年額）

★年金の価値は守られます。
基礎年金額は、インフレに負けないよう、毎年の物価
上昇に応じて自動的に引き上げられて、確実に増額し、

将来ともその価値を維持していきます。さらに、少な
くとも5年に1度、賃金や生活水韓の向上に合わせて、

年金額の改定も行われます。

※詳しくは、国保年金係におたずねください。

細

国民年金の加入者は3つのグループに分けられます。

鋳識

●割引のある前納

★保険料が細められないとき
は、免除の申請をしておき

ましょう。

●住民登録をしている市区町

村の国民年金担当窓口で、

免除になるかどうか、ご相

談ください。

●免除になった期間は、将来

の年金額が％になりますの

で、就職したら、追納して、

年金額を元に戻しておきま

しょう。

し

ま

し

よ

う

わります。

国民年金に加入している学生さん

が、卒業後会社などに就職し、厚生

年金や共済組合に加入すると、第1

号被保険者から2号被保険者に種別
が変わります。

●勤める会社の事業主には、年金手蔓

帳を忘れず提出してください。　看
●諾謂曇等羞謹あ葦

毛整髪曇豊血色㌔

国
民
年
金
は
、
全
国
民
に
共
通
の
「
基

礎
年
金
」
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。
日

本
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
学
生
の
皆
さ

ん
も
含
め
て
2
0
歳
か
ら
0
0
歳
ま
で
の
四

十
年
間
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
人
は
、
お

住
ま
い
の
市
区
町
村
役
場
の
国
民
年
金

担
当
窓
口
で
、
国
民
年
金
加
入
の
手
続

き
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

2
0
歳
に
な
る
前
に
就
職
し
て
厚
生
年

金
ま
た
は
、
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
国
民
年
金
の
第
2
号
被
保
険

者
と
し
て
既
に
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
改
め
て
加
入
手
続
き

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

届

け

出

手

続

き

は

市

区

町

村

役

場

で

2
0
歳
か
ら
ス
タ
ー
ト

国
民
年
金
に
加
入
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あ
な
た
は
　
い
ま

満
足
で
す
か

平
成
5
年
4
月
、
遠
賀
町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
が

発
足
し
て
、
今
年
は
4
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
間
、
英
会
話
を
は
じ
め
毛
筆
習
字
、
ペ
ン
習
字
、
華
道
・

日
舞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
社
交
ダ
ン
ス
、
着
付
け
教
室
な
ど
多
く

生
き
が
い
に

今年こそ・・・

の
学
習
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
、
今
も
活
動
が
続
い
て
い
ま
す
。

新
春
を
迎
え
て
、
あ
な
た
も
ま
た
、
新
し
い
生
き
が
い
づ

く
り
・
生
涯
学
習
に
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
チ
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
事
業
は
、
あ
な
た
の
積
極
性
を
い
つ
も
応
援
致
し
ま
す
。

平
成
1
年
度
親
子
教
室
終
わ
る

「
お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
参
加
で
き
ま

す
L
 
I
　
毎
回
、
お
母
さ
ん
と
お
子
さ

ん
の
、
元
気
な
朝
の
ご
あ
い
さ
つ
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

今
年
度
の
親
子
教
室
は
〇
両
親
し
だ
い

で
　
ど
ん
な
子
に
も
』
…
…
教
育
委
員
会

が
、
遠
賀
町
育
児
会
の
協
力
を
得
て
、
1

月
1
9
日
か
ら
1
1
月
1
5
日
ま
で
、
毎
月
1
回

の
5
回
、
中
央
公
民
館
和
室
で
開
き
ま
し

た。
毎
回
、
お
子
さ
ん
を
つ
れ
た
二
十
数
人

の
お
母
さ
ん
が
、
子
育
て
の
悩
み
を
抱
え

て
、
も
っ
と
子
ど
も
の
こ
と
を
知
り
た

い
、
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
成
長
し
た

い
、
と
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
ん
だ
時

間
、
お
子
さ
ん
を
育
児
室
に
預
け
て
じ
っ

く
り
講
師
の
お
話
に
耳
を
傾
け
、
子
育
て

に
つ
い
て
考
え
た
時
間
、

毎
回
、
い
ろ
い
ろ
な
面
か

ら
の
子
育
て
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
て
大
変
参
考
に

な
っ
た
と
、
8
割
近
く
の

お
母
さ
ん
が
評
価
し
、
ま

た
、
参
加
さ
れ
た
お
母
さ

ん
み
ん
な
が
、
今
後
も
ぜ

ひ
続
け
て
欲
し
い
と
希
望

し
ま
し
た
。

育
児
室
で
、
子
ど
も
と

い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
育
児

会
の
人
た
ち
は
、
毎
回
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
参

加
に
、
嬉
し
い
悲
鳴
で
、

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
の

ご
苦
労
を
し
み
じ
み
味
わ

い
ま
し
た
。

子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
ま
し
た

（第5回））
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THE BALD EAGLESTORY

アメリカが独立をして間もないころ、アメリカ

政府はその新しい国にふさわしいシンボルが必要

だと気付き、それを決めるに当たっていろいろと

もめたそうです。最終的には皆さんご存じのハタ

トゥワシ（BALDEAGLE）に決まったわけですが、

七面鳥（TURKEY）も候補に上がっていたことは

ご存じだったでしょうか。THANKSGIVINGや

XiMASには、必ずといっていいほどTURKEY料

理が出てきます。アメリカ人にとって七面鳥は、

文化的にも大切な生き物ということから、それを

アメリカのシンボルにしようという声が上がった

ようです。もしも、シンボルがTURKEYに決まっ

ていたら・・・アメリカのドル紙幣に七面鳥、ホワイ

トハウスにも七面鳥、宇宙を飛び回るロケットに

も七面鳥…。あーそんな情けないシンボルに決ま

らなくてよかった。

BALDEAGLE、アメリカでは勇気と力を表す

鳥になっていて、これがアメリカに一番ふさわし

いシンボルだと思われてたようです。しかし、ア

メリカ中に生息していたBALDEAGLEも年々

減って、1972年には3．000羽足らずに減少しまし

た。原因は水と大気の汚染です。ハタトゥワシは

見かけによらずデリケートで、汚い水で育った魚

を食べると、非常に薄いカラの卵しか生むことが

できません。当然、ひなのほとんどがカラから出

る前に死んでしまいます。このままでは、BALD

EAGLEは間違いなく全滅してしまうでしょう。

アメリカの勇気と力を表すBALDEAGLE、それ

がアメリカ人の手によって死んでいく。何と矛盾

したことでしょう。

これは何もアメリカだけの話ではありません。

昨今ではやっと国際的に環境問題に対する意識も

少しずつ高まり、身近な問題から改善していこう

という人が増えています。

あなたにもできることがあります。それは缶拾

い運動などに参加できなくても－このような

お話を人に話すだけでも十分効果はありましょ

う。

4％％ク
（ロバート・マーブイ）
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6
月
の
開
講
式
か
ら
始
ま
っ
た
今
年
度

の
　
『
寿
大
学
講
座
』
　
は
、
4
回
の
一
般
教

護
講
座
と
、
6
つ
の
専
科
コ
ー
ス
が
そ
れ

ぞ
れ
9
回
の
講
座
を
終
わ
り
、
去
る
Ⅱ
月

1
6
日
に
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。

寿
大
学
講
座
閉
講
式
に
参
加
し
た
修
了

生
は
、
学
習
の
ほ
か
に
「
友
達
が
た
く
さ

ん
で
き
た
」
こ
と
を
喜
び
ま
し
た
。

閉
講
式
終
了
後
に
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
5
か
月
間
に
専
科
コ
ー
ス

で
学
ん
だ
童
謡
唱
歌
や
歌
謡
が
ス
テ
ー
ジ

に
華
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

童
謡
唱
歌
専
科
コ
ー
ス
の
み
な
さ
ん
が

お
揃
い
の
か
わ
い
い
服
装
で
歌
っ
た

「
し
ゃ
ぽ
ん
玉
」
「
旅
愁
」
「
里
の
秋
」
特

に
参
加
者
全
員
で
合
唱
し
た
「
故
郷
」
は
、

童
心
に
帰
っ
て
、
胸
を
う
ち
ま
し
た
。

寿
大
学
講
座
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、

新
し
く
気
功
教
室
サ
ー
ク
ル
と
し
て
出
発

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
。

お
申
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

高
崎
シ
ソ
子
（
松
ノ
本
）

電
話
　
二
九
三
－
四
九
〇
二
へ

ど
う
ぞ

気
功
政
客
サ
ー
ク
ル
の

会
員
募
集
し
て
い
ま
す

歌
謡
コ
ー
ス
の
み
な
さ
ん
の
「
み
れ
ん

海
峡
」
　
「
面
影
本
線
」
な
ど
や
、
修
了
生

の
み
な
さ
ん
の
歌
謡
、
指
導
さ
れ
た
先
生

の
飛
び
入
り
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
一

層
華
を
添
え
ま
し
た
。

来
年
、
お
互
い
に
元
気
で
再
会
を
祈
っ

て
散
会
し
ま
し
た
。

今
年
度
の

寿
大
　
学
静
座
　
　
閉
講



人権尊重の社会の実現を
めざして

人権諮演会

12月8日に遠賀町中央公民館で、久

留米市社会同和教育指導員むかい治美

さんによる人権講演会が行われまし

た。ギターによる演奏と歌を交えた講

演の中でむかいさんは、人の値打ちは

着ているもの、肩書、学歴、生まれた

場所で決められているという現実を厳

しく批判し、なぜこのあやまちに人び

とは気がつかないのだろうか。相手の

立場にたって物事を考えることが出来

るかが、大切なことであるということ

をおっしゃっていました。
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は
が
き
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
郵
政
大
臣
賞

鹿
田
小
3
年
の
松
延
奈
緒
さ
ん

島
門
小
学
校
3
年
生
の
松
延
奈
緒
さ
ん
　
（
田
園
南
）
　
が
、
郵

政
省
の
第
十
四
回
は
が
き
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
「
短
文
は
が
き

部
門
」
低
学
年
の
部
で
、
最
高
賞
で
あ
る
「
郵
政
大
臣
賞
」
に

選
ば
れ
、
1
2
月
6
日
に
同
校
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
松
延
さ
ん

は
、
応
募
作
品
約
十
八
万
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
九
州
で
は
三

人
目
と
な
る
全
国
最
高
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

松
延
さ
ん
の
作
品
は
、
大
分
県
の
病
院
に
入
院
し
て
い
る
祖

母
へ
の
お
見
舞
い
の
は
が
き
で
、
「
病
院
で
は
お
花
を
み
ら
れ

な
い
と
思
っ
た
の
で
、
お
に
わ
の
お
花
を
お
し
ば
な
に
し
て
み

ま
し
た
。
な
お
か
ら
の
お
み
ま
い
で
す
。
」
と
書
き
、
庭
の
カ

ス
ミ
ゾ
ウ
な
ど
で
作
っ
た
押
し
花
の
花
束
を
貼
っ
た
心
温
ま
る

も
の
で
し
た
。

松
延
さ
ん
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
、
さ
ぞ
、
喜
ば
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

開
い
て
き
い
で
・
・
・
ハ
ッ
ピ
ー
気
分

お
も
ち
ゃ
は
こ
コ
ン
サ
ー
ト

1
2
月
3
日
に
遠
賀
町
中
央
公
民
館
で
、
九
響
メ
ン
バ
ー
の

皆
さ
ん
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
、
福
岡
室
内
合
奏
団
に
よ
る

オ
モ
チ
ャ
ぽ
こ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は

た
く
さ
ん
の
観
客
が
詰
め
か
け
、
バ
イ
オ
リ
ン
・
ビ
オ
ラ
・

チ
ェ
ロ
・
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
に
よ
る
タ
ラ
ッ
シ
ッ
ク
か
ら
ア
ニ

メ
ソ
ン
グ
ま
で
の
す
ぼ
ら
し
い
演
奏
に
う
っ
と
り
と
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
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花
い
っ
ぱ
い
に
な
あ
れ
！

我
ら
の
遠
賀
町

遠
賀
高
校
の
皆
さ
ん
が
、
役
場
に
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

1
2
月
4
日
に
、
遠
賀
高
校
の
生
徒
の
代
表
者
三
人
が
役
場
を
訪

れ
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
心
を
こ
め
て
大
切
に
育
て
た
棄
ぼ
た
ん
な

ど
の
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
避
賀
高
校
で
は
「
花
の
栽
培

と
遠
賀
町
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
と
旅
し
た
事
業
を
展
開
中
で
、
遭

賀
郡
内
の
公
共
施
設
や
福
祉
施
設
な
ど
に
年
二
回
寄
贈
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
花
は
役
場
玄
関
前
に
飾
ら
れ
て
い
て
、
役
場
を
訪

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
日
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

青
い
菱
の
会
の
皆
さ
ん
が

遠
賀
園
を
壁
間

1
2
月
1
4
日
に
鞘
い
麦
の
会
の
皆
さ
ん
が
遊
資
園
を
慰
問

し
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
影
絵
、
紙
芝
居
、
人
形
劇
を
披
露
し
、

会
場
は
お
年
寄
り
た
ち
の
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
青
い
麦

の
会
で
は
、
毎
年
遠
賀
園
へ
の
慰
問
を
続
け
て
い
て
、
今
年

で
九
年
目
に
な
り
ま
す
。
遠
賀
園
で
は
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

前
方
後
円
墳
同
士
の
重
複
の
謎
に
迫
る

豊
前
坊
古
墳
群
現
地
説
明
会

1
2
月
3
日
に
豊
前
坊
古
墳
群
の
現
地
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
豊

前
坊
古
墳
群
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
n
月
2
5
日
号
に
掲
載
）
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
、
前
方
後
円
墳
同
士
が
重
複
し
て
い
る
、
全
国
的
に
も
前
例

が
な
い
貴
重
な
古
墳
群
を
見
学
し
、
係
員
の
説
明
を
熱
心
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。



美しい歌声と
踊りを披露

第2回音楽部会発表会

11月26日（日）に遠縦コミュニ

ティーセンターで、第2回音楽部

会発表会が行われました。

各参加者の皆さんは、日頃の練

習の成果を発揮して、歌や踊りを

披露しました。会場には大鈎の町

民の皆さんが訪れ、すぼらしい踊

りと、美しい歌声に耳を傾けてい

ました。

ソフトバレーボール大会

12月3日に遠賀勤労者体育センターで、

ソフトバレーボール大会が行われました。

結果は次の通りです。（敬称略）

口女子の部：優勝二島門B　2位＝浅水C

3位＝浅木A・広渡B

口男子の部：優勝二島門

弓道大会

12月10日に遠賀総合運動公園弓道場で、弓道大会が行

われました。結果は次の通りです。（敬称略）

□称号者の郎：優勝＝大原寿矢千・漫優勝＝安増麻古

口右投男子の部：優勝二田牒　鉄平　準優勝＝添田憲志

3位＝松野螢

口有段女子の部：優勝＝吉田恵子

口無段者の部：優勝＝平井一正
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くらしの

町　県　民　税（4期）
国民健康保険税（4期）

1刷6日㈹から1月3佃㈹まで

役場293－1234

き実包民営

展示ロビーだより

●昌泰椎田

遠賀だこ・かな書道

●日赤南面

1月27日（土）まで

わんぱく教室が

あります

腰細
轟

★音を楽しもう

●とき　1月23日（火）午前10時

－11時30分（受付＝午前9時30

分－10時）

●ところ　遠賀コミュニティーセ

ンター（音楽室）

●対象　生後3か月一就学前の乳

幼児

●内容　保母さんとのお遊び、言

語訓練士による言葉の相談（予

約制）、育児交流

●その他　動きやすい服装で参加

してください

●料金　無料

●問い合わせ　保健衛生係

稲滋在家初凪禽

救急遠賀町　　　　32作

部　内　　　195件

火災遠賀町　　　　2伴

郡　内　　　　3伴

‾「ヽ

戸
籍
手
数
料
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

1
0
月
1
8
日
に
戸
籍
手
数
料
の
一
都
を

改
正
す
る
政
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
平
成
8
年
1
月
1
日

か
ら
戸
籍
手
数
料
が
次
の
と
お
り
改
定

さ
れ
ま
し
た
。

①
戸
籍
の
謄
抄
本
（
一
過
）

現
四
〇
〇
円
－
四
五
〇
円

②
除
籍
の
謄
抄
本
（
一
通
）

現
七
〇
〇
円
－
七
五
〇
円

③
戸
籍
に
記
載
し
た
事
項
に
関
す
る
証

明
（
旺
明
事
項
一
件
）

現
三
〇
〇
円
－
三
五
〇
円

④
除
籍
に
記
載
し
た
事
項
に
関
す
る
証

明
　
（
証
明
事
項
一
件
）

現
四
〇
〇
円
－
四
五
〇
円

⑤
届
出
・
申
請
の
受
理
又
は
届
出
そ
の

他
の
書
類
の
記
載
事
項
の
証
明
書

（一通）

現
三
〇
〇
円
1
－
－
一
五
〇
円

⑥
上
質
紙
を
用
い
た
受
理
証
明
書
〔
婚

姻
・
離
婚
・
養
子
縁
組
・
養
子
離
緑

又
は
認
知
の
届
出
〕
　
（
一
通
）

現
一
、
三
〇
〇
円
－
一
、
四
〇
〇
円

⑦
届
書
そ
の
他
の
閲
覧
（
書
類
一
件
）

現
三
〇
〇
円
－
三
五
〇
円

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
住
民
係
ま
で

県
立
直
方
聾
学
校
幼
稚

部
の
入
学
者
を
募
集
し

ます。

●
対
象
者
　
聴
覚
障
害
の
た
め
に
聞
こ

え
や
こ
と
ば
に
困
っ
て
い
る
幼
児

（
平
成
8
年
4
月
1
日
現
在
滞
3
～

5
歳
の
幼
児
）

●
募
集
期
間
　
2
月
1
日
　
（
木
）
　
～
2

月
1
5
日
（
木
）
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
、

た
だ
し
2
月
1
0
日
　
（
土
）
　
は
除
く
）

●
志
願
手
続
　
所
定
の
入
学
願
出
及
び

調
査
書
　
（
本
校
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
）
　
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

●
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
　
県
立
瞳
方

聾
学
校
　
℡
0
9
4
9
2
　
（
6
）
　
5

3

5

1

　

F

A

X

 

O

9

4

9

2

（
6
）
　
4
6
0
1

4
か
月
児
健
康
診
萱
が

あ
り
ま
す

●
と
き
　
1
月
1
8
日
　
（
木
）
午
後
1
時

1
0
分
～
1
時
4
0
分

●
対
象
　
生
後
4
か
月
～
6
か
月
児

（
平
成
7
年
1
月
か
ら
9
月
生
ま
れ

の
乳
児
）

●
と
こ
ろ
　
違
質
町
中
央
公
民
館

●
内
容
　
医
師
に
よ
る
診
窯
、
身
体
測

定
、
保
健
婦
に
よ
る
保
健
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
健
康
診
査
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
係

県
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は

あ
拡
た
も
参
加
し
ま
せ

ん
か

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

●
と
き
　
2
月
1
1
日
　
（
日
）

●
と
こ
ろ
　
福
岡
市
中
央
区
大
濠
公
園

●
申
込
締
切
　
1
月
1
6
日
　
（
火
）

●
問
い
合
わ
せ
　
県
青
少
年
育
成
県
民

会
談
　
℡
0
9
2
　
（
6
4
1
）
　
8
1

1

3防
衛
庁
職
員
（
技
官
）

を
募
集
し
ま
す

●
勤
務
地
　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
隊

員
食
堂

●
職
種
　
調
理
業
務
　
（
給
蕊
）

●
募
集
人
員
　
3
人

●
採
用
予
定
日
　
4
月
1
日
　
（
月
）

●
試
験
日
　
1
月
1
9
日
　
（
金
）

●
試
験
場
所
　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

●
申
し
込
み
　
1
月
1
7
日
　
（
水
）
　
ま
で

※
詳
し
く
は
、
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

℡
　
（
2
2
3
）
　
0
9
8
1
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
を

実
施
し
ま
す

●
と
き
　
3
月
1
0
日
　
（
日
）

午
前
1
0
時
～

●
試
験
種
類
　
乙
種
　
第
四
類

●
試
験
会
場
　
九
州
共
立
大
学
（
北
九

州
市
八
幡
西
区
自
由
ケ
丘
一
1
人
）

●
願
書
受
付
場
所
及
び
受
付
期
間

遠
賀
郡
消
防
本
部
　
1
月
1
5
日
～
1

月
2
8
日
　
（
受
験
願
聾
は
遠
賀
郡
消
防

本
部
予
防
課
で
交
付
し
て
い
ま
す
。
）

※
詳
し
く
は
、
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防

課
予
防
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

℡
　
（
2
9
3
）
　
8
1
2
5



遠賀のむかしはなしは休みました。

町内には数多くの避跡があります。古い避跡では、尾崎、

天神遺跡から、2万年前のi目石器時代の石器類が出土して

います。有名な城ノ越貝塚、島津丸山古塙や豊前坊古墳群

など、各時代の追跡も広く存在しています。

教育委員会では、発掘調査を年に3回ほど実施していま

すが、調査期間の増加に伴い、調査作業員を募集していま

す。募集要項は次の通りです。

●対象18歳から65歳までの健康な男女。

●作業内容　発掘作業

●労働時間　午前9時一午後5時（昼休み1時間、午前と

午後に各1回の小休止をとります。）

●賃金　日給6，000円

●期間　調査の必要が生じたとき。期間は特定できません

が、通例では、年間で6－8か月ほどで、勤務日は1か

月につき13日以内です。

●必要書類　簡単な履歴書

※詳しくは、遼賀町教育委員会　社会教育課　℡（293）1234

にお問い合わせください。

子，∴ 、、二兎 登美一一∴ ）‾∵ �臨 轟 ∴∴ 

釆 
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7号ン錘蹴鞠てきた！わんぱく教萱 

12月19日に遠賀コミュニティーセンターで、生後3か月 

から就学前の乳幼児を対象にした、わんぱく教室が行われ 

ました。会場にはたくさんのちびっこたちが集まり、一足 

早いクリスマスイベントを楽しみました。 
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守
り
ま
し
ょ
う
！

ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
マ
ナ
ー

最
近
、
保
健
衛
生
係
に
ペ
ッ
ト
の
飼

い
方
、
野
良
犬
・
不
用
猫
な
ど
に
関
す

る
苦
情
が
多
致
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

飼
い
方
に
も
マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
人

は
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

動
物
が
強
い
な
人
も
い
ま
す

・
ペ
ッ
ト
が
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
い
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
理
由
で
、

飼
っ
て
い
た
ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
よ
う

な
こ
と
は
、
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

〔
や
む
を
え
な
い
場
合
は
、
保
健
所
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
遠
賀
保
健
所

0
℡
　
（
2
0
1
）
　
4
1
6
1
〕

◆
◆
犬
に
つ
い
て
◆
◆

必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

・
夜
間
で
も
決
し
て
放
し
飼
い
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

・
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
十
分

に
散
歩
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と
、
夜
鳴
き
を

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
散
歩
の
と
き
の
フ
ン
や
プ
ラ
ノ
シ
ン

グ
し
た
毛
は
必
ず
持
ち
か
え
り
ま

し
ょ
、
つ
。

・
か
む
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、
口
論
を

か
け
ま
し
ょ
う
。

◆
◆
猫
に
つ
い
て
◆
◆

決
め
ら
れ
た
場
所
で
排
便

す
る
よ
う
に
「
し
つ
け
」

を
し
ま
し
ょ
う

※
　
そ
の
他
、
野
良
犬
・
不
用
猫
に
関

す
る
こ
と
は
役
場
保
健
衛
生
係
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
猫
の

引
き
取
り
・
捕
雛
は
行
っ
て
い
ま
せ

田
園

※
　
野
良
犬
の
捕
獲
に
関
し
て
は
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
ご
協

力
が
得
ら
れ
な
い
状
態
で
あ
れ
ば
、

捕
獲
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。盤

田
園
回
国

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
広
報
「
お
ん
が
」
を

よ
ろ
し
く
お
頭
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
オ

ウ
ム
真
理
教
事
件
と
い
う
過
去
ま
れ
に

み
な
い
災
害
・
事
件
が
あ
り
、
辛
く
悲

し
い
話
題
が
数
多
い
一
年
で
し
た
。
今

年
は
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
と

い
う
願
い
を
こ
め
て
、
今
号
の
表
紙
は

日
の
出
の
写
真
に
決
め
ま
し
た
。

年
が
明
け
る
と
、
受
験
生
は
い
よ
い

よ
追
い
込
み
。
試
験
ま
で
の
残
り
日
数

を
記
し
た
机
の
ま
え
で
、
毎
夜
遅
く
ま

で
が
ん
ば
っ
て
い
る
、
と
い
う
光
景
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
こ

の
よ
う
に
夜
、
勉
強
や
仕
事
に
集
中
す

る
、
い
わ
ゆ
る
夜
型
の
人
が
い
る
一
方
、

夜
は
弱
い
け
れ
ど
朝
早
く
起
き
て
勉
強

す
る
と
は
か
ど
る
と
い
う
朝
型
の
人
も

い
ま
す
。
朝
型
、
夜
型
と
人
そ
れ
ぞ
れ

で
す
が
、
朝
さ
え
た
頭
で
い
る
ほ
う
が
、

学
生
の
間
も
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も

都
合
が
い
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
「
早
起
き
は
三
文
の
得
」
「
朝

飯
前
」
と
い
う
故
事
・
こ
と
わ
ざ
か
ら

も
お
分
か
り
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
夜

型
の
人
は
少
し
ず
つ
朝
型
に
移
行
す
る

習
慣
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
考
え
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

さ
て
、
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
、

そ
し
て
新
し
い
祝
日
が
出
来
る
年
で

す
。
さ
て
、
そ
れ
は
何
の
祝
日
で
し
ょ

う
。
答
え
は
、
今
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を

ご
覧
に
な
っ
て
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。


